
退
校
、
藤
田
兵
曹
他
二
十
四
人
に
て
、
東
京
海
軍
通
信
隊
付
を

命
ぜ
ら
れ
、
即
日
入
隊
。
十
八
日
、
第
十
二
航
空
艦
隊
司
令
部

付
を
命
ぜ
ら
れ
、
午
前
退
隊
し
、
単
身
常
磐
線
経
由
。
二
十

日
、
千
歳
基
地
着
、
第
十
二
航
空
司
令
部
に
入
隊
。
十
月
七

日
、
第
十
二
航
艦
司
令
部
退
隊
し
大
空
に
向
か
い
ま
し
た
。

同
月
八
日
、
大
湊
航
空
隊
に
入
隊
、
九
〇
三
空
で
す
。
十
一

月
一
日
、
任
海
軍
二
等
兵
曹
、
同
月
四
日
、
大
湊
海
兵
団
に
派

遣
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。
初
任
下
士
官
教
育
の
た
め
で
し
た
。

十
二
月
四
日
、
復
帰
を
命
ぜ
ら
れ
、
現
役
満
期
で
し
た
が
、
下

士
官
に
任
官
し
て
い
た
た
め
、
二
年
間
再
現
役
と
な
り
ま
し

た
。
同
十
五
日
、
第
九
〇
三
海
軍
航
空
隊
付
と
な
り
、
大
湊
派

遣
隊
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
一
月
一
日
、
普
通
善
行
章
一
線
付
与
。
四
月
二

十
三
日
、
九
〇
三
空
、
稚
内
基
地
付
と
な
り
、
二
十
四
日
、
基

地
着
、
設
営
作
業
を
す
る
。
五
月
一
日
、
飛
行
隊
は
進
出
す
。

六
月
三
日
、
遠
渕
基
地
派
遣
を
命
ぜ
ら
れ
、
稚
内
基
地
発
、

基
地
設
営
後
、
各
種
訓
練
、
対
空
。
ソ
連
参
戦
の
た
め
、
作
戦

準
備
中
、
八
月
十
五
日
、
終
戦
。
八
月
二
十
一
日
、
基
地
発
。

二
十
二
日
、
軍
艦
大
泊
に
て
稚
内
基
地
に
入
る
。

九
月
一
日
、「
任
、
海
軍
一
等
兵
曹
」
現
役
満
期
、
復
員
す
。

思
え
ば
、
乗
船
す
る
軍
艦
が
な
く
な
り
、
だ
ん
だ
ん
と
北
方
の

勤
務
に
な
り
、
最
後
は
樺
太
で
し
た
。

強
運
だ
っ
た
海
軍
志
願
下
士
　 

福
岡
県
　
志
坪
十
郎
　 

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
二
月
十
日
、
福
岡
県
京
都
郡
泉

村
に
農
家
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

泉
高
等
小
学
校
を
卒
業
す
る
と
、
八
幡
市
に
あ
る
母
方
の
製

缶
工
場
で
見
習
修
業
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、
一
年
で
家
に
帰

り
、
小
倉
の
陸
軍
造
兵
■
へ
入
所
し
ま
し
た
。
ご
承
知
と
は
思

い
ま
す
が
、
造
兵
■
と
い
う
所
は
兵
器
・
弾
薬
等
を
製
作
す

る
、
重
要
な
国
の
施
設
（
大
工
場
と
し
て
有
名
）
で
あ
り
ま

す
。
以
前
製
缶
工
場
に
い
た
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
、
工
作
機

械
等
は
縁
も
あ
り
、
そ
の
若
干
の
経
験
を
生
か
さ
れ
て
か
、
砲

弾
製
造
の
旋
盤
工
と
し
て
二
ヵ
年
働
い
て
お
り
ま
し
た
。



し
か
し
、
そ
の
頃
に
な
る
と
、
支
那
事
変
も
長
く
続
き
、
国

内
も
非
常
時
と
か
言
わ
れ
な
が
ら
、
戦
時
色
も
濃
厚
に
な
っ
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
私
ど
も
兵
器
製
造
に
関
係
し
て
い
る
者
に

と
っ
て
は
、
戦
争
と
は
切
っ
て
も
切
れ
ぬ
つ
な
が
り
を
持
ち
、

情
報
も
入
り
、
や
が
て
は
兵
隊
に
な
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、
兵
役
の

義
務
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
、
同
僚
達
の
中
で
も
、
徴
兵
適
齢
期
（
二
十
歳
）
に

な
り
現
役
入
営
す
る
者
も
多
く
な
り
、
ま
た
民
間
の
職
場
に

あ
っ
た
人
で
、
補
充
兵
と
し
て
召
集
さ
れ
る
人
々
も
だ
ん
だ
ん

多
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
私
は
、
仲
の
良
い
友
人
と
話
し
合

い
、
ど
う
せ
、
い
つ
か
軍
隊
へ
行
か
ね
ば
な
ら
ぬ
な
ら
と
、
役

場
な
ど
に
あ
る
志
願
兵
募
集
の
ポ
ス
タ
ー
に
引
か
れ
て
い
た
の

で
し
た
。

そ
の
た
め
、
友
人
と
二
人
で
海
軍
を
志
願
し
よ
う
と
話
し
合

い
ま
し
た
。
家
に
帰
っ
て
家
族
に
話
を
す
る
と
、
父
は
反
対
で

し
た
。
し
か
も
「
私
は
三
男
な
の
だ
か
ら
、
軍
人
と
な
っ
て

も
」
と
、
父
を
説
得
し
た
の
で
す
。
父
と
す
れ
ば
、
戦
争
に
な

れ
ば
、
戦
死
・
戦
傷
す
る
こ
と
も
多
分
に
あ
る
と
、
内
心
反
対

し
て
い
た
の
で
す
が
、
三
男
坊
の
私
、
特
に
農
家
を
継
ぐ
立
場

に
な
い
私
の
希
望
を
、
渋
々
な
が
ら
了
承
し
、「
志
願
届
」
に

印
を
押
し
て
く
れ
ま
し
た
。
家
長
の
決
定
に
は
家
族
も
同
意
す

る
の
が
、
当
時
の
、
特
に
九
州
の
習
わ
し
の
よ
う
で
し
た
。

私
等
は
、
昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
九
月
、（
海
軍
の
志

願
で
は
、
十
六
年
後
期
の
志
願
）
行
橋
で
試
験
を
受
け
、
合
格

し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
戦
争
終
わ
っ
て
か
ら
恩
給
の
問
題

で
、
年
令
恩
給
受
給
資
格
は
、
一
般
的
に
は
十
六
年
前
期
は

（
加
算
を
含
め
十
二
年
）
、
後
期
の
者
は
十
二
年
未
満
と
い
う
、

恩
給
受
給
の
境
に
な
っ
た
人
が
多
か
っ
た
の
で
し
た
。

そ
ん
な
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
当
時
は
知
る
由
も
な
く
、
今
で

も
私
は
、
在
職
十
二
年
未
満
と
い
う
こ
と
で
、
一
時
恩
給
の

み
、
年
令
恩
給
資
格
な
し
、
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

私
の
兵
科
は
主
計
の
衣
料
科
と
い
う
予
想
も
し
て
い
な
い
仕

事
で
し
た
。
鎮
守
府
は
佐
世
保
で
あ
り
、
海
兵
団
も
佐
世
保
海

兵
団
、
海
軍
の
兵
隊
は
、
基
礎
的
な
こ
と
は
海
兵
団
で
学
ぶ
、

訓
練
を
受
け
る
の
で
す
。
陸
軍
で
い
う
一
期
の
検
閲
ま
で
の
教

育
訓
練
と
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
で
す
。



海
兵
団
で
三
ヵ
月
間
の
訓
練
教
育
を
終
え
、
現
地
入
隊
は
朝

鮮
鎮
海
海
軍
航
空
隊
で
し
た
。
毎
日
、
烹
炊
事
作
業
に
精
を
出

す
が
、
農
家
―
製
缶
―
旋
盤
工
と
い
う
体
験
・
職
種
の
私
に
と

り
、
料
理
の
割
烹
、
包
丁
や
煮
炊
き
の
こ
と
な
ど
、
ま
っ
た
く

の
無
経
験
、
無
知
識
で
す
か
ら
、
毎
日
の
よ
う
に
先
任
者
に
叩

か
れ
る
。
耳
の
鼓
膜
も
破
ら
れ
、
毎
晩
、
バ
ッ
ト
と
い
う
樫
の

棒
で
尾
底
骨
を
叩
か
れ
、
し
り
は
青
紫
に
な
っ
て
し
ま
う
。
軍

医
に
は
「
コ
ケ
た
」
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。「
叩
か
れ

ま
し
た
」
な
ど
、
本
当
の
こ
と
を
言
っ
た
ら
、
腕
立
て
伏
せ
の

上
に
六
〇
キ
ロ
の
「
か
ま
す
」
を
乗
せ
ら
れ
る
。
一
人
で
も
悪

い
こ
と
を
す
る
と
連
帯
責
任
、「
気
合
い
が
抜
け
て
い
る
」
と

言
っ
て
軍
人
精
神
を
叩
き
込
ま
れ
る
。
例
の
樫
の
バ
ッ
ト
で
叩

か
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
の
か
わ
り
、
陸
軍
よ
り
良
い
所
も
あ
る
。
陸
軍
の
よ
う

に
、
上
官
や
上
級
者
に
、
い
ち
い
ち
敬
礼
は
せ
ぬ
。
無
礼
講
の

時
も
あ
り
ま
す
。
海
軍
は
、
一
人
の
不
注
意
や
ミ
ス
に
よ
り
軍

艦
全
部
が
沈
む
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
連
帯
責
任
を
や
か
ま
し
く

教
育
さ
れ
る
。
だ
か
ら
、
体
で
覚
え
さ
せ
ら
れ
る
の
だ
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。
陸
も
海
も
な
く
、
新
兵
の
時
は
大
変
で
す
。

鎮
海
に
本
部
で
あ
る
の
で
、
我
々
は
各
航
空
隊
に
派
遣
さ

れ
、
元
山
や
済
州
島
へ
も
行
き
ま
し
た
。
現
地
で
は
物
品
の
直

接
購
買
も
す
る
。
単
独
責
任
で
あ
り
、
助
手
は
三
等
水
兵
で
あ

る
。
直
接
購
買
の
時
は
帳
面
に
書
い
て
鎮
海
の
航
空
隊
本
部
へ

送
れ
ば
よ
い
の
で
す
か
ら
、
そ
の
責
任
は
重
い
も
の
で
し
た
。

派
遣
期
間
三
ヵ
月
が
終
了
し
、
鎮
海
へ
帰
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
海
軍
経
理
学
校
へ
三
ヵ
月
派
遣
さ
れ
、
東
京
の
品

川
へ
行
き
、
学
科
・
衣
料
・
料
理
・
物
品
・
屠
殺
場
（
当
時
品

川
駅
の
裏
の
方
に
あ
っ
た
）

、
毛
織
物・
菓
子
工
場
等
の
見
学
。

洋
食
・
中
華
・
和
食
等
の
実
習
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
、
種
類
も

多
く
て
一
番
難
し
か
っ
た
。

次
は
、
献
立
表
作
り
、
カ
ロ
リ
ー
（
一
日
、
四
八
〇
〇
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
）

、
青
野
菜
、
缶
野
菜
と
積
算
す
る
の
だ
が
、
海
軍

の
食
料
は
、
一
般
的
に
は
陸
軍
と
比
べ
て
も
良
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
他
に
、
航
空
・
潜
水
艦
料
食
も
あ
る
。

教
育
を
受
け
、
一
人
前
に
な
っ
た
者
は
、
学
校
を
出
て
、
服

の
腕
に
山
形
の
徽
章
を
付
け
る
こ
と
に
な
る
わ
け
で
す
。
私
は

一
年
で
進
級
で
し
た
が
、
改
正
に
な
り
、
昭
和
十
八
年
三
月
に

は
三
ヵ
月
で
進
級
し
、
三
等
～
二
等
～
一
等
そ
し
て
、
陸
軍
と



同
様
の
兵
長
の
階
級
も
で
き
ま
し
た
（
海
兵
団
は
訓
練
中
四
等

兵
で
あ
っ
た
）

。

本
隊
に
帰
り
、
烹
炊
員
長
並
び
に
衣
料
長
と
な
り
ま
し
た

が
、
練
習
生
の
試
験
を
受
け
、
経
理
か
ら
衣
料
の
方
へ
行
け
と

言
わ
れ
、
私
も
海
軍
経
理
学
校
に
進
み
ま
し
た
。
昭
和
十
八
年

十
二
月
卒
業
、
航
空
母
艦
「
雲
龍
」
乗
艦
と
の
事
で
し
た
が
、

令
に
よ
り
「
第
三
十
五
魚
雷
調
整
班
」
に
行
く
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
横
須
賀
海
軍
航
空
隊
須
崎
分
遣
隊
は
、
四
鎮
合
同
隊

（
私
は
佐
世
保
）
と
な
り
、
私
達
部
隊
は
第
一
航
空
艦
隊
配
属

と
な
り
サ
イ
ゴ
ン
に
直
航
し
、
さ
ら
に
南
方
に
行
く
こ
と
に
な

り
、
夏
用
の
第
三
種
軍
装
を
佐
世
保
で
受
け
取
り
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
呉
よ
り
出
航
予
定
は
変
更
さ
れ
、
門
司
よ
り
出

港
と
な
り
、
貨
物
船
「
新
洋
丸
」
に
乗
船
と
な
り
ま
し
た
。
し

か
し
、「
台
湾
海
峡
に
敵
潜
水
艦
あ
り
、
全
船
島
陰
に
待
避
せ

よ
」
の
命
令
が
あ
り
ま
し
た
。「
新
洋
丸
」
船
長
は
出
港
時
間

一
時
間
を
間
違
っ
た
お
陰
で
、
結
果
的
に
は
、
我
々
は
九
死
に

一
生
を
得
た
の
で
す
。

話
は
ち
ょ
っ
と
、
元
に
戻
り
ま
す
が
、
横
須
賀
須
崎
分
遣
隊

で
編
成
が
あ
っ
た
時
、
我
々
陸
上
の
者
は
、
第
一
希
望
で
艦
船

希
望
と
し
た
の
で
す
が
、
私
は
、
空
母
「
雲
龍
」
に
は
行
か

ず
、
私
の
代
わ
り
に
行
っ
た
者
は
、
沈
没
戦
死
さ
れ
た
と
後
に

聞
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
も
、
私
は
九
死
に
一
生
を
得
る
。
ま

さ
に
「
軍
隊
と
は
運
隊
」
で
し
た
。

「
新
洋
丸
」
は
出
航
後
、
情
報
通
り
敵
潜
水
艦
の
魚
雷
攻
撃

を
受
け
ま
し
た
。
護
衛
艦
の
旗
艦
は
、
巡
洋
艦
「
香
椎
」
で
し

た
が
、「
新
洋
丸
」
が
受
け
た
魚
雷
二
発
は
、
機
関
部
に
は
受

け
ず
航
行
に
支
障
は
な
く
、
護
衛
艦
が
潜
水
艦
を
攻
撃
し
た
の

で
、
無
事
マ
ニ
ラ
湾
に
入
港
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

マ
ニ
ラ
港
で
は
、
沈
没
艦
船
の
マ
ス
ト
が
水
面
に
林
立
し
て

い
る
と
い
う
、
凄
ま
じ
い
光
景
を
見
ま
し
た
。
我
々
第
三
十
五

魚
雷
調
整
班
は
、
こ
れ
以
上
南
下
で
き
ぬ
と
い
う
。「
新
洋
丸
」

は
魚
雷
を
食
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
、
我
々
は
、
商
船
に
乗
り
台

湾
へ
行
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
先
に
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、

我
々
は
さ
ら
に
南
へ
行
く
の
で
あ
り
、
マ
ニ
ラ
は
寄
港
地
に
過

ぎ
な
か
っ
た
の
で
す
。



我
々
は
ま
ず
、
台
湾
へ
と
出
港
し
ま
し
た
が
、
こ
れ
よ
り
南

下
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
台
湾
高
雄
港
に
上
陸
し
、
新
竹
航
空

隊
に
到
着
し
ま
し
た
。
魚
雷
調
整
所
は
、
十
八
先
山
に
置
き
、

整
備
し
て
は
運
搬
し
て
い
ま
し
た
。

昭
和
二
十
年
二
月
、
台
湾
に
は
大
空
襲
が
あ
り
、
Ｂ2

9

、
Ｂ

24

（
コ
ン
ソ
リ
テ
ッ
ド
）

、
そ
し
て
、
グ
ラ
マ
ン
戦
闘
機
が
大

挙
し
て
来
襲
し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
兵
舎
は
や
ら
れ
た
の

で
、
我
々
は
砂
糖
黍
畑
へ
逃
げ
込
み
助
か
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
反
対
側
へ
逃
げ
た
者
は
皆
や
ら
れ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
そ
の
惨
状
は
、
目
を
覆
う
も
の
で
し
た
。
体
の
肉
も
骨

も
バ
ラ
バ
ラ
、
首
も
飛
び
散
る
、
爆
風
で
服
は
脱
げ
た
が
、
不

思
議
と
褌
の
紐
は
切
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
時
の
無
残

な
姿
は
今
で
も
目
に
映
り
、
消
え
ま
せ
ん
。

そ
の
後
、
第
一
航
空
艦
隊
よ
り
、
第
二
航
空
艦
隊
に
移
り
ま

し
た
が
、
十
八
先
山
の
防
空
壕
に
お
り
ま
し
た
。
八
月
十
五

日
、
終
戦
と
な
り
ま
し
た
が
、
台
湾
総
司
令
の
指
揮
管
轄
命
令

に
よ
り
、「
台
湾
軍
は
戦
闘
を
続
行
す
る
」
と
い
う
命
令
が
下

り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
我
が
部
隊
は
、
六
十
キ
ロ
爆
弾
を
解
体
し
て
、
手

榴
弾
の
よ
う
な
物
を
作
っ
て
お
り
ま
し
た
。
そ
の
時
、
誰
か
が

誤
っ
て
爆
発
さ
せ
て
し
ま
い
、
二
十
人
の
戦
友
が
亡
く
な
っ
た

の
で
す
。
そ
の
場
所
は
、
魚
雷
調
整
所
の
防
空
壕
の
前
で
し

た
。
こ
の
事
故
は
、
終
戦
間
も
な
い
時
で
し
た
し
、
徹
底
戦
闘

と
い
う
命
令
も
あ
り
ま
し
た
関
係
か
ら
か
、
隊
長
や
、
主
計
長

が
戦
死
と
認
め
て
報
告
し
た
よ
う
で
し
た
。

そ
の
後
は
宜
蘭
航
空
隊
に
入
り
、
地
名
・
ス
オ
ウ
と
い
う
所

に
あ
る
高
砂
族
の
蛮
舎
で
自
活
生
活
を
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で

し
た
。
航
空
隊
か
ら
米
を
も
ら
い
、
被
服
も
も
ら
い
十
人
で
自

活
を
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
中
国
軍
が
来
た
の
で
す
が
、

菅
笠
を
被
り
、
靴
も
な
し
、
電
気
も
知
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
で
し

た
が
、
中
国
兵
と
は
、
同
色
、
同
文
と
で
も
い
う
か
仲
よ
く
生

活
を
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
よ
う
や
く
全
員
帰
還
の
命
令
が
下
り
、
我
々
は
基

隆
港
に
集
結
し
、
駆
逐
艦
「
茅
」
に
乗
艦
し
て
、
昭
和
二
十
年

三
月
、
鹿
児
島
港
に
上
陸
、
検
閲
を
終
え
復
員
、
故
郷
に
帰
り

ま
し
た
。



海
軍
を
志
願
し
、
は
か
ら
ず
も
経
理
、
烹
炊
、
衣
料
と
い

う
、
裏
方
の
軍
人
と
し
て
過
ご
し
た
の
に
、
何
か
心
苦
し
い
も

の
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
裏
方
こ
そ
が
、
補
給
こ
そ
が
、
戦

争
で
大
切
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
戦
後
つ
く
づ
く
知
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
米
軍
と
日
本
軍
の
重
点
の
置
き
方
が
違
い
、

そ
の
た
め
の
敗
戦
だ
っ
た
と
感
じ
た
も
の
で
し
た
。

戦
後
、
八
幡
製
鉄
へ
勤
め
た
の
で
す
が
、
志
願
現
役
海
軍
兵

で
あ
っ
た
た
め
か
、
レ
ッ
ド
・
パ
ー
ジ
と
な
り
採
用
中
止
と
な
り

ま
し
た
が
、
そ
の
後
、
解
除
と
な
り
、
二
回
目
に
よ
う
や
く
入

社
し
た
と
い
う
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
の
人
生
、
特
に
軍
隊
に
お
い
て
は
何
回
か
の
幸

運
に
恵
ま
れ
、
死
を
免
れ
て
、
現
在
ま
で
健
在
で
あ
る
こ
と
は

幸
い
で
す
。
ま
さ
に
、
誰
で
も
言
う
「
軍
隊
は
、
運
隊
で
あ

る
」
と
い
う
こ
と
を
、
今
も
心
の
底
で
感
じ
、
強
運
を
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

【
解

説
】

魚
雷
調
整
班
は
航
空
隊
ま
た
は
艦
船
に
供
給
す
る
魚
雷
の

調
整
に
関
す
る
こ
と
を
主
任
務
と
し
、
番
号
を
冠
称
し
、
基

地
航
空
の
航
空
艦
隊
ま
た
は
艦
船
部
隊
、
官
衙
内
に
置
か
れ

た
。航

空
艦
隊
に
付
属
し
た
班
は
航
空
魚
雷
の
調
整
整
備
に
関

す
る
こ
と
を
つ
か
さ
ど
り
、
飛
行
機
用
雷
撃
兵
器
の
整
備
を

つ
か
さ
ど
る
も
の
は
、
所
在
ま
た
は
所
在
地
付
近
の
航
空
基

地
の
雷
撃
関
係
施
設
と
、
同
兵
器
の
整
備
保
管
及
び
航
空
隊

ま
た
は
飛
行
機
の
作
戦
と
教
育
訓
練
に
関
す
る
業
務
を
補
助

す
る
こ
と
を
任
務
と
し
た
。

魚
雷
調
整
班
の
編
制
標
準
＝
編
制
を
甲
、
乙
（
更
に
大
と

中
に
区
分
）
に
区
分
し
、
甲
編
制
は
人
員
七
五
人
、
艦
船
用

魚
雷
兵
器
の
調
整
整
備
を
、
乙
編
制
は
飛
行
機
用
雷
撃
諸
兵

器
の
整
備
を
主
任
務
と
し
、
乙
の
大
は
人
員
一
三
九
人
、
乙

の
中
は
人
員
一
七
八
人
を
標
準
と
し
た
。

魚
雷
調
整
班
の
編
成
数
＝
昭
和
十
七
年
六
月
十
五
日
、
初

め
て
三
個
班
編
成
、
八
月
十
五
日
付
Ｇ
Ｆ
編
入
、
そ
の
後
、

昭
和
十
七
年
度
中
に
四
個
班
、
十
八
年
度
中
に
五
個
班
、
十

九
年
度
中
に
二
二
個
班
、
二
十
年
度
中
に
一
九
個
班
、
合
計

五
三
個
班
。
こ
の
う
ち
乙
の
大
は
一
一
個
班
、
乙
の
中
は
一

六
個
班
。




